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 将来の南海トラフ巨⼤地震や(⽂献 1)、2016 年に起きた熊
本地震を事例として、⽇本の地震予測研究の現状に関する
総説が、英国 Science Impact 社が出版する Impact 誌で掲載
されました(図 1)。⽇本の地震防災への対応を念頭に置いて、
地震活動の統計解析を⾏い、地震ハザードの不確実性を低
減しようする研究を解説しています。 

Impact 誌は、世界中の 3 万 5000 ⼈の読者に配布され、世
界中の⼤学・研究機関・国および地域の研究資⾦補助組織な
どに読まれています。出版物は世界で最⼤のオンライン学
術情報源 IngentaConnect（インジェンタ・コネクト：⽉ 150

万アクセスがあり、3 万の学術研究および産業図書館にて使
⽤）上で、オープンアクセスで公開されています。 
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図 1 記事の 1 ページ目。 


